
令和５年産の種子は休眠が深い可能性があります。浸種・催芽

はゆっくり行いましょう。 

浸種する水温に注意しましょう。 
 

 

水稲は高温登熟により、休眠が深くなることが知られています 

特に最初に浸ける水温は１０℃以上（できれば１３℃） 

１０℃以下では２次休眠に入る可能性あり 

浸種の積算温度 １２０℃～１３０℃（消毒種子） 

水温１３℃ならば９～１０日間

催芽の温度を高くしない（２８℃～３０℃） 

催芽温度が高いと芽が不揃いになりやすい 

○鳩胸状態   ×伸ばしすぎの状態 

( ：小山気象台)

登熟期の気温が３０℃以上 
↓ 

休眠が特に深くなりやすい 

 
例：７/２３に出穂した場合の登熟

期間（オレンジ棒グラフ）は２９℃ 


